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(1.プランク関係式)

*光のエネルギーはどこに存在するか?
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Fig 1. 光のエネルギー(classic).
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(問題点)

(i) 光振動 の始まりと終わり
がはっきりしない。

*光の波の個数は如何ほどか。

(ii) 光のエネルギーが振動数
だけで、振幅との関係がない。

*光の振幅の大きさは如何ほど
か。
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(プランク関係式・修正)

ここで、

は1秒間の振動数の個数であり、
は1振動(周期 )に要する

(波1個の)エネルギーと考えると、 は、 1

振動波の個数( 倍)を表す。??結論??
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(単振動)

(i) エネルギー をもつ単振動 (振動数 )は

,                               より、

復元力 、最大変位は

(ii) このとき、最大速度は

と エネルギー は
振動数 に依らない。 (         )
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(2.軌道シフト)

放物軌道から円軌道(半径 ) への
シフト (  はボーア半径)
(i) 電子の(周回)振動数 at A

*シフト位置A'により振動数が変わる。
・・・共鳴で決定される。
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(エネルギー)

(ii) シフトエネルギー

(単振動)

・・最大変位

・・最大速度 (一定)
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(電子シフトの変換Tn・・(i)と(ii))

(iii) シフトエネルギーと電子の(周回)振動数
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(Tn=1の計算)

(iv) Tn

,
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(電子シフトと(周回)振動数)

(v) シフトエネルギーと電子の(周回)振動数
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(放射光と電子の振動数)

(vi)放射光の振動数と電子の(周回)振動数

より

∴                           
*電子の軌道上の動き 自体が光の
振動数 に する。 12
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(電子の急激振動・・結論)

(vii)電子の急激な1振動が光(単一振動)を
発生する。
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Fig 3. 電場の変化(光)Fig 2. 振動電子の電場

静止電子の場(常ニ正ナリ)

急激な1振動の場

場の微分(1周期)
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(3.共鳴)

*任意の半径 へのシフト

(i) 電子の(周回)振動数at A
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(エネルギー)

・・最大変位

・・最大速度 (一定)
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(電子シフトの変換T・・(i)と(ii))

(iii) シフトエネルギーと電子の(周回)振動数
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(T=1の計算)

(iv) T
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(電子シフトと(周回)振動数)

(v) シフトエネルギーと電子の(周回)振動数
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(放射光と電子の振動数)

(vi)放射光の振動数と電子の(周回)振動数

,

,

*電子の軌道上の動き
自体が光の振動数 に する。 19
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(Example)

(i)       のとき

(ii)       のとき

・・・
(n)       のとき
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(Example2)

(衝撃加速) 
*電場(加速量)は電子に加速を与える。

∴
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(光の発生)

*粒子同士の衝突
⇒衝撃的な加速⇒電場の急変化⇒光の放射

[⇔                   ]
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詳しくは

http://www.nbu.ac.jp/~shimamoto/genko.html
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(参考1)光と粒子のエネルギー・運動量

(1)エネルギーと振動数

(2) 運動量と波長
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(参考2)周回振動エネルギー(E’)

(1) 周回振動エネルギーと振動数

(2) 運動量と波長
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(参考3)角運動量と周回振動数

(1) 角運動量(粒子)

(2) 速度と(周回)振動数(粒子)

(ド・ブロイ)
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